
　猛暑だったころ、東京・八王子の野球場観客席

で、そろいのＴシャツを着た女性陣が冷たいお茶を

配っていた。五回が終わり、グラウンド整備による休

憩時間。お茶は関係者だけと思われたが、ネット裏の

一般客にも行き渡り、果ては相手側のスタンドまで

行って、「さあ冷たいのをどうぞ」と甲斐甲斐しい。

　自動販売機はやや遠い場所にある。水分を用意

している人も、氷の入ったお茶はうれしいものだ。約

300人の観客は突然の幸福に浸った。

　準硬式野球の全日本大学選手権。紹介したスタ

ンド風景は中大の初戦の京都学園大戦であった。全

国から24校が集まって大学日本一を目指す大会だ。

　中大準硬式野球部選手のお母さんたちも全国か

らやってきた。石垣島から、佐賀から、兵庫から、山

梨や静岡は近いほうだという。年に１度、顔をそろえ

る。「お茶を差し上げているのは伝統です」と勝又裕

子さん。主将の母親だ。会の名称を尋ねると「そんな

ものはありません。お茶を入れるのに名称なんていら

ないもの」と明解な返答。母たちにとって観客は自宅

を訪れたお客さまと同じという。

　グラウンドでは整備が終わった。中大準硬選手は、

18人が繰り出した整備関係者に一礼し、大きな声で

感謝の気持ちを口にした。球場は清 し々い雰囲気に

包まれた。スッキリしたのは冷たいお茶を飲んだから

というだけではないはずだ。

　部では文武両道、奉仕の精神、感謝の気持ちをた

たき込まれている。「野球は一時、社会人になってか

らが長い、社会に出てからも信頼される人間になるた

めに」。池田浩二監督の指導は先を見据えている。

　母たちがスタンドで大会を支え、声援を送る。得点

すれば中大応援団員と肩を組んで応援歌。七回に

は校歌斉唱だ。どの顔もいきいきと輝いている。並ん

だ笑顔は、息子たちの成長がもたらしたものだろう。

　青春とは人生のある時期をいうのではなく、心の

持ち方をいうのだそうだ。中大準硬式野球部には、ス

タンドにも青春がある。      （編集長　久保田茂信）
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